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ウエ ル フ ェア健 康 大 学 で の講 演
－ ウ エ ル フ ェア2011・ 第14回 国 際 福 祉 健 康 産 業 展 －
香 月 富士 日 ・山 田 紀代美
名古屋市立大学看護学部
平 成23年5月20-22日 に,名 古 屋 市 に て ウエ ル フ ェア
が行 わ れ た。 ウエ ル フ ェア とは,名 古 屋市,愛 知 県,名
古 屋 商工 会 議 所 等 か ら構 成 され て い る名 古 屋 国 際 見本 市
委 員 会 が主 催 し,福 祉 に 関 す る情 報 提 供 や意 見交 換 を す
る場 で あ る。 そ の 中 に,ウ エ ル フ ェア健 康 大 学 が あ り,
23年 度 に お い て は,名 古 屋市 立 大 学 が そ の企 画 を 全面 的
に支 援 す る こ と とな った。 講 師 は 各研 究 科 か ら学 部 の特
徴 を考 慮 して選 出 され,看 護 学 部 か らは 山 田教 授 と香 月
准教 授 の2名 が参 加 す る こ と とな った。
5月20日 に行 わ れ た 山 田教 授 の講 演 テ ー マ は,「 認 知
症 高 齢 者 との コ ミュニ ケ ー シ ョン～伝 わ る会 話 を す るた
め に ～」 で あ った。 受 講 者 は283名(定 員180名)で,内
分 け は,医 療 ・福 祉 ・介 護 関 係 者58.9%,看 護 学 生14.6
%,そ の他(大 学 生,会 社 員,公 務 員,自 営,主 婦 な ど)
で あ った。
5月22日 に行 わ れ た香 月 准 教 授 の講 演 テ ー マ は,「 介
護 者 の抑 うつ とそ の ケ ア ～ 介護 す る側 の メ ン タル ヘ ル ス
～」 で あ った。 受 講 者 は218名(定 員180名)で ,内 分 け
は,医 療 ・福 祉 ・介 護 関係 者40.5%,看 護 学 生14.2%,
そ の他(大 学 生,会 社 員,公 務 員,自 営,主 婦 な ど)で
あ った。 ま た,両 講 演 と も看 護 学 校 の教 員 お よ び学 生 が
授 業 の一 環 と して,団 体 で来 られて いた とい うこ とで あ っ
た。
終 了後 に受 講 者 か ら具体 的 な評 価 とい う形 で の フ ィー
ドバ ッ クを い た だ く機 会 はな か った が,両 テ ー マ と も定
員 を 大 幅 に超 え て い た こ とか ら,福 祉 関係 者 に と って 関
心 の 高 い講 演 だ った こ とが うか が え る。
【講 演 要 旨:山 田紀 代 美 】
認 知 症 高 齢者 との コ ミ ュニ ケ ー シ ョン
～伝 わ る 会話 を す る た め に ～
認 知 症 に な り記 憶 も曖 昧 に な る中 で,認 知 症 高齢 者 の
多 くの方 は不 安 や焦 燥 感 を感 じて い る とい わ れ て い る。
この よ うな認 知 症 高齢 者 が 自己 の存 在 を確 認 し,孤 独感
を少 な くす る こ と,さ らに は質 の 高 い生 活 を送 るた め に
は,関 わ る人 た ち との コ ミュニ ケ ー シ ョン は とて も重 要
で あ る。 しか し,実 際 にどの よ うに認 知 症 高齢 者 と コ ミュ
ニ ケ ー シ ョンを とれ ば良 い の か,悩 ん で い る方 も多 い の
が 実情 と推 察 す る。
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信 した。現段階において,こ れが正解 ということを提示









常に持続するス トレスにさらされている。そ して,介 護












動パターン ・ア レキシサイ ミア など)を 解説 した。
次に,精 神科臨床で日頃からよ くつかわれている認知
行動療法や心理教育の技法を解説 し,認 知症患者家族へ
の実践方法などを説明 した。また,過 去の事例などを紹
介 した。
最後に,介 護職者のス トレスマネジメントとエンパワ
メントの方法として,講 師が長年続 けている看護師への
介入方法について紹介 し,介 護職者への応用について提
案 した。
